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近 年 、 外 傷 に お け る 凝 固 線 溶 系 と 輸 血 療 法

に 関 し た 報 告 が 散 見 さ れ ま す 1 , 2 ) 。 そ れ ら の

報 告 の 中 で 共 通 し て 強 調 さ れ て い る 点 は 、 新

鮮 凍 結 血 漿 （ f r e s h  f r o z e n  p l a s m a 、 以 下 F F P

と 略 す ） の 積 極 的 な 投 与 で す 1 , 2 ) 。  

外 傷 性 大 量 出 血 に 対 し て 、 適 応 が あ れ ば 外

科 的 止 血 術 （ 経 動 脈 的 塞 栓 術 を 含 む ） が 最 優

先 さ れ る こ と は 明 白 で す 。 し か し 、 こ の 外 科

的 止 血 術 を 施 行 す る 際 の 重 要 な 支 持 療 法 と し

て 、 ま た 、 近 年 増 加 し て い る n o n - o p e r a t i v e  

m a n a g e m e n t の 一 部 と し て 、 外 傷 早 期 の 凝 固

線 溶 系 異 常 の 是 正 は 非 常 に 重 要 で す 。“ 外 傷 に

よ る 大 量 出 血 ” と “ 通 常 の 外 科 手 術 に お け る

大 量 出 血 ” と で は 、 組 織 挫 滅 を 原 因 と す る 消

費 性 凝 固 障 害 （ D I C ） を 伴 う か 、 伴 わ な い か

の 点 で 大 き く 異 な り ま す 3 ) 。 最 近 、“ 外 傷 に

よ る 大 量 出 血 ” に 対 し て は 、“ 通 常 の 外 科 手 術

に お け る 大 量 出 血 ” の 際 よ り も 大 量 の F F P の

投 与 が 必 要 な こ と が （ 私 ど も に と っ て は 長 年

実 践 し て い る 治 療 法 で す が ）、よ う や く 世 界 的
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に 提 唱 さ れ る よ う に な り ま し た 1 , 2 ) 。  

し か し 、 外 傷 診 療 に 携 わ る こ と の 少 な い 多

く の 医 師 は 、“ 外 傷 に よ る 大 量 出 血 ” と “ 通 常

の 外 科 手 術 に お け る 大 量 出 血 ” を 同 様 の 病 態

と 判 断 し が ち な の で は な い で し ょ う か 。幸 い 、

厚 生 労 働 省 の 示 す 「 血 液 製 剤 の 使 用 指 針 」 の

中 に は 、「 血 液 製 剤 の 使 用 指 針 」 作 成 委 員 会 の

専 門 委 員 で あ っ た 山 本 保 博  前 日 本 医 科 大 学

救 急 医 学 教 授 の ご 尽 力 に よ り 、 大 量 輸 血 時 の

対 応 と し て 「 外 傷 な ど の 救 急 患 者 で は ， 消 費

性 凝 固 障 害 が 併 存 し て い る か を 検 討 し ・ ・ ・ 」

と の 特 記 事 項 が 盛 り 込 ま れ て い ま す 。 し か し

な が ら 、 地 域 や 施 設 に よ っ て は 、 こ の 特 記 事

項 が 十 分 考 慮 さ れ る こ と な く 、“ 外 傷 に よ る 大

量 出 血 ” に 対 す る 十 分 量 の F F P 投 与 を 保 険 診

療 の 面 か ら 制 限 さ れ る こ と が 多 い と 聞 い て お

り ま す 。 そ の よ う な 診 療 を 受 け な け れ ば な ら

な い 外 傷 患 者 も 不 幸 で す が 、 そ の よ う な 制 限

さ れ た 診 療 を 行 わ ざ る を 得 な い 医 療 ス タ ッ フ

も 不 幸 で す 。  
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上 記 の よ う な 背 景 を 踏 ま え 、 外 傷 診 療 に 深

く か か わ っ て い る 日 本 救 急 医 学 会 へ 提 案 で す 。

日 本 救 急 医 学 会 が 中 心 に な り 、 日 本 外 傷 学 会

や 日 本 血 栓 止 血 学 会 、 日 本 輸 血 学 会 、 日 本 麻

酔 科 学 会 な ど 、 外 傷 の 止 血 、 凝 固 、 輸 血 療 法

に 関 係 す る 関 連 学 会 と 合 同 で 、“ 外 傷 性 大 量 出

血 に 対 す る 輸 血 療 法 検 討 委 員 会 ”を 立 ち 上 げ 、

外 傷 性 大 量 出 血 の 特 殊 性 を 検 証 し 、 適 切 な 外

傷 性 大 量 出 血 に 対 す る 輸 血 療 法 に 関 し て の 提

言 を 、 外 傷 に 関 係 す る 医 療 界 は も と よ り 、 厚

生 労 働 省 、 各 健 康 保 険 組 合 な ど に も 発 信 し て

は 如 何 で し ょ う か 。 根 拠 の な い 保 険 診 療 上 の

制 限 を 取 り 払 い 、 外 傷 患 者 に 適 切 な 医 療 を 提

供 で き る 環 境 を 整 備 す る の も 、 日 本 救 急 医 学

会 の 重 要 な 役 割 と 信 じ て お り ま す 。  
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